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　【令和５年度 重点目標】 　自分のため、人のために考動する笑顔いっぱいさしきっ子 
	
	
	 【育てたい資質・能力】
	

	
	 共感力  支持的風土のある集団づくりを進める中で、相手の気持ちに思いを巡らすことができる。
 探究力  自分の課題を知り、目的意識を明確に持ってわかる・できるまで学習等に取り組むことができる。
 協働力  習得した事項を生かし、学校や地域の一人として、他者と連携しながら行動することができる。




　    　　　　　　　　　　　　　4つのミッション　　　　　　　　　　　
	○コミュニティ・スクールの充実　　　　　　　○町指定英語教育研究指定校等の推進
〇被災からの復興の進化（安全・安心して学べる学校）　〇学校の新しい生活様式の推進 



         　

　　　　　        「考動と決断の基準は、児童にとって有益かどうか」  
	
	
	
	【 夢をはぐくむ教職員 】
	
	
	

	 児童・保護者・地域の人々に信頼される教職員   使命感に燃え、研究と修養に努める教職員
                    不祥事防止や働き方改革に主体的に取り組む教職員


  【保護者の願い】


・あいさつや後片付けなど礼　儀や礼節を身につけた子


・感謝の気持ちをもって人に　接する子


・いじめをせず、誰とでも　仲良くできる子


・自他の命を大切にする子





   【児童の実態】


○素直で明朗快活


○奉仕的な活動への積極的参加


○自覚と責任ある行動（当番）


●自己有用感の育成


●集団生活の中での規律の習得


●思考力・表現力の育成


●基本的な生活習慣の定着(朝食摂取等)


●危険予測力の育成





 【本校教育の理念】～ 三岳を越えて～　・　本校教育の理想像に「三岳精神」を据え、三岳の頂　きに知・徳・体の育成目標を置き、この目標達成を目　指して挑戦する心を育成する。目標達成に向けては、　目標を目に見える具体的なものとし、指導は一斉画一、　知識の詰め込みに終始しない。


・　教師は一人一人の子どもに関わり、個性を認め、励　まし、成長のエネルギーを触発する教育を行う。


・　日本人として、広い視野と良き伝統を重んじ、国内　外に雄飛する人材の育成を図る。





　　　　　　　　　　　　　　　　【学校教育目標】


ふるさとを愛し、自ら未来を描き、その実現に向けて考動できる子どもの育成（学校運営協議会に基づく佐敷中学校区メインテーマ）


 地域を愛し、子どもたち自らが未来を描き、自分を高め 、人のためになろうとする土台をつくる


    　　　　【校訓】   やさしく　　かしこく      たくましく





　　　　　　　　　　　　　　　　　【 経営方針 】


１ 学校は、「子どもの命を預かり、守り、育てるところ 」である。日本国憲法や教育基本法の理念のもとに、人権尊重の精神を基盤におき、　生涯学習社会を展望して、学校教育と社会教育の融合を図り、「 地域に立つ学校 」を実現する。地域に立つ学校とは、校長のリーダーシ　ップの下に行われる学校教育に加え、地域の人々や保護者の支援のもとに協働する地域とともにある学校をいう。


２　学校評価等によって明らかになった課題の解決に向け、学校教育法、学習指導要領に示された学力観及び学習内容、指導方法をもとに、　教師は研究と修養に励み、組織体として職務に取り組むものとする。


３　熊本県教育大綱をはじめ、芦北教育事務所取組の方向及び芦北町教育立町の理念を踏まえ、三岳精神を教育の核に据え、本校の輝かしい　歴史や伝統を継承し、進取の気風と気品に満ちた校風づくりに努め、徳・知・体の調和のとれた児童を育成する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　


  　








